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晩
春

の
こ
ろ
は
　
残
雪
も
消
え

自
然
園

一
帯
に
水
芭
蕉
が
咲
き
競
う

／

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
中
平
等
新

一

轟鰈蝙葬斡1

自
然
観
察
や
保
護
活
動
協
議

令
和
２
年
度
愛
知
県
山
岳
連
盟

自
然
保
護
委
員
総
会
が
、
２
月
１８

日
（火
）午
後
７
時
よ
り
県
ス
ポ
ー

ツ
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
然
保
護
指
導
員
、

自
然
保
護
委
員
ら
１５
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

最
初
に
安
藤
会
長
か
ら

「自
然

保
護
委
員
会
の
活
動
は
、
自
然
観

察
会
が
終
着
点
で
は
な
い
。
観
察

会
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
人
の

輪
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
具
体
的
な
自
然
保
護
活
動

や
自
然
保
護
の
考
え
方
に
発
展
さ

せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
近

年
シ
カ
の
食
害
な
ど
問
題
に
な

っ

て
い
る
が
、
野
生
動
物
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
ク
ジ
ビ

エ

料
理
ク
に
関
心
を
持

つ
こ
と
も
あ

る
意
味
、
自
然
保
護
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
…
」
と
挨
拶
で
述

べ
ら
れ
た
。

次
に
報
告
事
項
と
し
て
、
平
成

３‐
年
度

（令
和
元
年
）
の
活
動
報

告
で
、
第
４７
回
か
ら
第
４９
回
自
然

観
察
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
写
真

入
り
の
資
料
を
基
に
、
参
加
人
数

や
活
動
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く
報

告
を
し
た
。

つ
づ
い
て
審
議
事
項
に
入
り
、

第
５０
回
の
自
然
観
察
会
の
計
画
に

つ
い
て
発
表
。
５
月
９
日
～
１０
日

（土
～
日
）
の
自
然
観
察
会
、
国
立

乗
鞍
青
少
年
交
流

の
家
を
起
点

に
、
山
菜
採
り
と
観
察
会
、
親
睦

会
の
企
画
を
説
明
。
第
５‐
回
の
自

然
観
察
会
は
、
１０
月
２５
日
（日
）
タ

ン
ナ
カ
高
原
で
昨
年
の
リ
ベ
ン
ジ

と
し
て
実
施
す
る
。

第
５０
回
、
第
５‐
回
と
も
岐
阜
県

在
住
の
植
物
学
者

。
小
野
木
三
郎

先
生
に
講
師
を
お
願

い
し
て
お

り
、
雄
弁
な
解
説
が
聞
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
藤
会
長
の
挨
拶
の
中

に
も
あ

っ
た
、
ジ
ビ
エ
の
猪
肉
を

い
た
だ
く
会
や
北
谷
小
屋
を
紹
介

す
る
行
事
の
計
画
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。

最
後
に
、
お
知
ら
せ
事
項
と
し

て
２
点
の
連
絡
を
し
た
。
１
点
目

は
自
然
保
護
指
導
員
の
５
年
毎
の

更
新
に
つ
い
て
。
今
年
度
対
象
の

４
人
の
方
は
全
員
が
更
新
手
続
き

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
２
点
目
は

昨
年
に
引
き
続
き
、
愛
知
県
山
岳

連
盟
所
属
の
各
団
体
に
、
自
然
保

護
委
員
の
登
録
を
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
。
新
た
な
指
導

員
の
獲
得
に
向
け
、
各
指
導
員
が

自
分
の
所
属
団
体
の
中
で
積
極
的

に
勧
誘
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
な
ど
お
願
い
し
て
、
総
会
を
終

え
た
。
　
　
　
　
（栗
木
　
洋
明
）
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「山
岳
自
然
保
護
の
つ
ど
い
」
に
出
席

衰
退
す
る
森

「金
華
山
」
を
視
察

日
本
山
岳

。
Ｓ
Ｃ
協
会

理
事

　

牛
ス
　
一勝
一　
　

ユ
ハ

　
血

（

日
本
山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
協
会
主
催
の
令
和
元
年
自

然
保
護
委
員
総
会
、
第
４３
回

「
山

岳
自
然
保
護
の
つ
ど
い
」
が
、
Ｈ

月
９
～
１０
日
の
２
日
間
、
宮
城
県

石
巻
市

。
金
華
山
周
辺
に
於
い
て

開
催
さ
れ
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
金
華
山
大
会
は

″東

日
本
大
震
災
か
ら
の
グ
リ
ー
ン
復

皿
（　
次
代
に
つ
な
げ
る
山
岳
自
然

環
境
ク
を
大
会
の
テ
ー
マ
と
し
て

実
施
さ
れ
、
参
加
者
は
北
海
道
か

ら
山
口
県
ま
で
役
員
を
含
め
９６
人

で
あ

っ
た
。

震
災
の
爪
痕
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
残
る
こ
の
地
を
訪
れ
、
自
然
の

怖
さ
と
や
り
き
れ
な
さ
を
感
じ

た
。
そ
ん
な
中
、
こ
の
大
会
を
準

備
し
我
々
を
も
て
な
し
て
下
さ

っ

た
方
々
に
、
そ
し
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ

い
た
参
加
者

の

方
々
全
て
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

牡
鹿
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る

牡
鹿
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
宮

城
県
山
岳
連
盟
会
長
の
吉
田
氏
の

開
会
の
言
葉
で
始
ま

っ
た
。
開
会

式
後
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所

特
任
教
授

。
中
静
透
氏
の

「金
華

山
の
森
と
の
対
話
」
と
題
し
、
古

来
よ
り
鹿
を
神
の
使

い
と
し
て
保

護
し
て
き
た

ク
霊
島
金
華
山
の
変

な
原
生
林
ク
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
て
の
講
演
が
あ

っ
た
。

中
静
氏
は
森
林
生
態
学
者
で
、

東
北
大
学
、
京
都
大
学
で
研
究
を

さ
れ
、
金
華
山
に
も
た
び
た
び
足

を
運
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

金
華
山
は
大
き
な
森
、
変
な
森
、

危
う
い
森
で
、
ブ
ナ
、
シ
デ
、
モ

ミ
な
ど
樹
齢
何
百
年
も
の
巨
木
の

原
生
林
で
あ
る
が
、
下
草
が
健
全

な
森
に
比
べ
極
端
に
少
な
く
、
種

類
は
と
げ
植
物
と
有
毒
草
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
若
木
や
下
草
は
鹿

の
食
害
に
よ
り
成
長
で
き
ず
、
変

な
森
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
対

策
を
打
た
な
け
れ
ば
衰
退
す
る
森

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
松
食
虫
の
被
害
で
松
枯

も
広
が
っ
て
お
り
、
松
林
が
わ
ら

び

（有
毒
）
の
草
原
に
代
わ

っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
全
国
的

に
広
が

っ
て
お
り
、
金
華
山
が
日

本
の
森
の
将
来
を
暗
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
身
近
な
山
々
に
も
鹿
が
増

え
て
い
る
。
危
惧
を
持

っ
て
興
味

深
く
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

昼
食
後
は
自
然
保
護
委
員
総
会

と
な
り
、
委
員
会
の
役
員
構
成
、

各
県
の
指
導
員
登
録
数
。
活
動
報

告
後
、
２‐
岳
連

（協
会
）
の
自
然

保
護
活
動
の
報
告
が
あ

っ
た
。
各

県
に
よ
り
活
動
内
容
は
様
々
で
あ

つ
た
が
、
各
々
の
県
の
状
況
に
合

わ
せ
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か

っ
た
。

そ
の
後
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
夕

食
に
合
わ
せ
て
交
流
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

翌
日
は
金
華
山
を
、
２
コ
ー
ス

９
班
に
分
か
れ
て
野
外
活
動
を
行

っ
た
。
私
は
Ａ
１
７
班
で
金
華
山

山
頂
を
目
指
し
た
。

先
ず
は
１
２
０
０
余
年
の
歴
史

を
持

つ
黄
金
山
神
社
に
お
参
り
し

て
か
ら
、
約
４
時
間
金
華
山
を
登

山
し
た
。
昨
日
の
中
静
氏
の
お
話

の
通
り
、
モ
ミ
、
ブ
ナ
、
シ
デ
の

巨
木
が
点
在
し
、
若
い
木
々
や
下

草
は
ほ
と
ん
ど
な
く
棘
の
あ
る
も

の
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
ま
た
、
枯

れ
た
り
、
倒
れ
た
り
し
て
い
る
巨

木
も
散
見
さ
れ
、
衰
退
す
る
森
を

見
た
気
が
し
た
。
鹿
柵
に
囲
ま
れ

た
保
護
区
画
も
あ
り
、
そ
こ
に
は

雑
多
な
幼
木
が
育
ち
、
周
り
の
植

相
と
は
全
く
違

っ
た
景
観
を
見
せ

て
い
た
が
、
そ
の
柵
も
所
々
倒
れ

た
ま
ま
に
な

っ
て
お
り
、
被
災
地

で
は
鹿
柵
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況

を
見
た
気
が
し
た
。

ま
だ
ま
だ
復
興
が
続
く
被
災

地
。
環
境
保
全
。
原
発
の
帰
宅
困

難
地
区
。
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら

れ
た
大
会
で
あ

っ
た
。

尾
冤
鷲
訓
制

肌
寒
い
中

森
を
散
策

１０
月
２７
日
（日
）
第
４９
回
自
然
観

察
会
を
岐
阜
県
飛
騨
市
の
流
葉
高

原
に
お
い
て
実
施
し
た
。

今
回
の
自
然
観
察
会
は
雨
天
の

た
め
、
当
初
の
１９
日
か
ら
２７
日
に

変
更
し
た
た
め
、
参
加
者
は
３
団

体
２３
人
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
紅

葉
の
遅
れ
も
あ
り
、
今
日
は
紅
葉

の
見
頃
は
ピ

ッ
タ
リ
、
と
こ
ろ
が

天
候
が
回
復
せ
ず
全
体
が
雲
に
覆

わ
れ
た
天
気
。
ひ
る
が
の
高
原
の

気
温
は
９
度
と
車
か
ら
降
り
る
と

一
気
に
肌
寒
さ
を
感
じ
た
。
高
速

道
路
の
標
高
の
高
い
場
所
で
は
濃

い
霧
に
覆
わ
れ
、
不
安
定
な
天
候

が
気
が
か
り
で
あ

っ
た
。

数
河
高
原
の
集
合
場
所
で
は
、

９
時
半
に
予
定
通
り
開
会
式
を
始

め
た
。
写
真
撮
影
の
後
、
タ
ン
ナ

カ
高
原
を
目
指
し
て
移
動
開
始
。

こ
の
頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
お

ま
け
に
道
路
は
復
旧
工
事
中
。
９

月
い
っ
ぱ
い
で
完
了
の
予
定
が
雨

の
た
め
延
期
が
続
い
て
い
る
と
の

こ
と
。
や
む
な
く
引
き
返
し
、
流

葉
の
Ｍ
プ
ラ
ザ
に
移
動
。
流
葉
高

原
の
６
つ
あ
る
散
策
コ
ー
ス
の
中

か
ら
４

・
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
選

表
彰
台

の
倉
選
手

（左
）

ア
ジ
ア
選
手
権
ボ
ゴ
ー
ル
大
会

藤
井
、
倉
選
手
金
・
銀
メ
ダ
ル

昨
年
Ｈ
月
６
～
１０
日
に
ア
ジ
ア

選
手
権
ボ
ゴ
ー
ル
大
会
が
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ

ゴ
ー
ル
市
で
開
催
さ
れ
、
日
本
か

ら
男
子
９
人
、
女
子
４
人
の
選
手

が
参
加
し
た
。

会
場
は
赤
道
が
近
く
、
日
中
は

３５
℃
を
超
え
る
高
温
で
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
も
太
陽
を
浴
び

る
状
態
で
、
選
手
に
と

っ
て
非
常

に
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
中
で
日
本

選
手
は
大
活
躍
を
し
、
男
子
の
藤

井
快
選
手
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
、

リ
ー
ド
で
金
メ
ダ
ル
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
女
子
で

は
倉
菜
々
子
選
手
が
、
コ
ン
バ
イ

ン
ド
、
リ
ー
ド
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

の
３
種
目
に
銀
メ
ダ
ル
の
好
成
績

を
収
め
た
。
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択
し
、
ス
キ
ー
場
周
辺
で
自
然
観

察
会
を
実
施
す
る
事
に
な

っ
た
。

講
師
の
小
野
木
先
生
は
ど
こ
を

歩

い
て
も
話
題
は
豊
富
で
話
が
途

切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
植
林
の
森

あ
り
、
広
葉
樹
の
森
あ
り
で
次
第

に
標
高
も
高
く
な
り
、
グ
レ
ン
デ

中
腹
に
到
着
、
森
の
中
で
昼
食
。

雨
が
降

つ
て
い
た
が
森
の
密
度
が

あ
り
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
か

っ

た
。ゲ
レ
ン
デ
か
ら
は
流
葉
の
街
並

み
や
色
づ
い
た
周
り
の
山
々
を
見

渡
す
こ
と
が
で
き
、
木
片
チ
ッ
プ

の
敷
き
詰
め
ら
れ
た

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
散
策
を
楽
し
ん
だ
。
小

野
木
先
生
の
説
明
は
ユ
ー
モ
ア
が

あ
り
飽
き
な
か
っ
た
が
、
気
温
が

低
く
肌
寒
い
こ
と
も
あ
り
、
つ
い

足
早
に
な
り
自
然
観
察
会
は
１４
時

半
で
予
定
通
り
終
了
し
、
駐
車
場

で
閉
会
式
を
し
て
解
散
し
た
。

（栗
木
　
洋
明
）

石
川
前
会
長
逝
去

石
川
富
康
さ
ん
が
、
か
ね
て

か
ら
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、

昨
年
１０
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。石
川
さ
ん
は
、
５０
代
か
ら

エ

ベ
レ
ス
ト
な
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
精

力
的
に
登
頂
さ
れ
、
愛
知
県
山

岳
連
盟
で
は
会
長
職
を
４
期
務

め
ら
れ
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

全
日
本
登
山
大
会
（岐
阜
）

第
５８
回
全
日
本
登
山
大
会
岐
阜

大
会
が
、
高
山
市
、
下
呂
市
で
９

月
２８
～
３０
日
に
開
催
さ
れ
約
３
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
飛
騨
に
は
美
し
い
山
と
癒
し

の
湯
が
あ
る
」
を
大
会
テ
ー
マ
に

高
山
市
民
文
化
会
館
で
開
会
式
が

行
わ
れ
、
高
山
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る

「
山
の
歌
」
で
始
ま
り
、

記
念
講
演
と
し
て
今
田
恵
穂
高
岳

山
荘
代
表
か
ら

「穂
高
に
生
き
る
」

と
題
し
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
朝
は
、
乗
鞍
岳
や
西
穂
独
標

な
ど
登
山
を
し
、
下
山
後
ホ
テ
ル

で
交
換
会
を
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

感
動
の
ラ
ー
メ
ン
山
行

安

藤

武

典

も
ぅ
３５
年
も
前
の
話
。
昭
和
６０

年
春
、
あ
の
時
の
ラ
ー
メ
ン
の
お

い
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

春
合
宿
と
し
て
北
鎌
、
硫
黄
、

東
尾
根
の
槍
ヶ
岳
集
中
登
山
を
し

た
。
４
月
２７
日
、
七
倉
で
タ
ク
シ

ー
を
降
り
、
雨
の
中
の
長
い
ア
プ

ロ
ー
チ
。
湯
俣
川
の
つ
り
橋
を
渡

り
赤
布
の
垂
れ
る
硫
黄
尾
根
の
取

付
で
、
私
た
ち
３
人
は
北
鎌
隊
と

別
れ
た
。
Ｐｌ
の
手
前
で
幕
営
を
す

る
。
テ
ン
ト
に
入
る
と
Ｈ
が
騒
ぎ

出
す
。
「
コ
ッ
フ
ァ
ー

（鍋
、
食

器
）
が
な
い
」
「
え
―
」

一
遍
に

テ
ン
ト
の
中
が
真
暗
に
な
る
。
当

時
は
個
人
の
食
器
も
全
て
共
同
装

備
、

つ
ま
り
水
も
料
理
も
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
だ
。
下
山
し
か

な

い
と
Ｍ
、
Ｈ
は
何
も
言
え
な

い
。
明
日
か
ら
は
移
動
性
高
気
圧

に
包
ま
れ
好
天
が
約
束
さ
れ
そ

う
。
３
人
で
暗
い
協
議
。
当
時
の

Ｅ
Ｐ
Ｉ
の
コ
ン
ロ
の
ヘ
ッ
ド
は
ス

テ
ン
レ
ス
の
容
器
に
入

っ
て
お

り
、
１
０
０
ｃｃ
位
の
容
積
が
あ

っ

た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
水
を
作
り
、

食
べ
ら
れ
る
物
を
腹
に
入
れ
て
北

鎌
隊
に
会
う
ま
で
山
行
を
続
け
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

翌
日
快
晴
、
雪
面
の
硬
い
う
ち

に
距
離
を
伸
ば
そ
う
と
早
出
。
硫

黄
岳

へ
の
登
り
は
体
力
的
に
辛
か

っ
た
。
赤
岳
の
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
群

の
赤
い
岩
峰
が
日
本
の
山
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
美
し
い
。
景
色
に
圧

倒
さ
れ
な
が
ら
緊
張
感
を
楽
し
み

進
む
。
昼
過
ぎ
に
中
山
沢
の
コ
ル

で
幕
営
。
水
作
り
に
精
を
出
す
。

２９
日
、
朝
日
に
輝
く
赤
岳
主
峰

群
と
雪
壁
は
ア
ル
ペ
ン
的
で
登
高

欲
を
そ
そ
る
。
雪
壁
、
ナ
イ
フ
リ

ッ
ジ
と
緊
張
し
た
個
所
が
続
く
が

５
峰
を
過
ぎ
る
と
白
樺
台
地
と
い

う
広
い
雪
面
と
な
り
雪
庇
に
気
を

つ
け
西
鎌
尾
根
に
出
る
。
硬
雪
の

片
斜
面
が
続
き
、
思

っ
た
よ
り
辛

か

っ
た
。
け
じ
め
か
な
と
槍
に
登

り
、
く
た
く
た
に
な
り
な
が
ら
槍

平
に
下
る
。
さ

っ
そ
く
北
鎌
隊
か

ら
コ
ッ
フ
ァ
ー
を
借
り
、
ラ
ー
メ

ン
を
作

っ
た
。
ス
ー
プ
た

っ
ぷ
り

の
ラ
ー
メ
ン
。
一俣
が
出
る
ほ
ど
お

い
し
い
。
５
食
ぶ
り
の
食
事
？
に

ラ
ー
メ
ン
を
こ
ん
な
に
感
動
的
な

物
に
し
た
Ｈ
を
か
ら
か
い
な
が
ら

麺
を
す
す

っ
た
。
い
つ
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
硫
黄
尾
根

だ

っ
た
。
　
　
　
　
・

（愛
知
県
山
岳
連
盟
会
長
）
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遭
難
事
故

の
実
態
や
意
見
交
換

理
事
長

生思

彦

三
重
県
菰
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
に
て
、
元
年
Ｈ
月
９

日
（土
）
午
後
、
鈴
鹿
山
系
で
登
山

を
楽
し
む
多
く
の
登
山
者
を
抱
え

る
各
県
の
山
岳
連
盟
か
ら
の
報
告

と
意
見
交
換
し
た
。
一二
重

（幹
事
）、

滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈

良
、
岐
阜
、
愛
知
の
各
府
県
か
ら

遭
難
対
策
、
自
然
保
護
、
関
係
団

体
代
表
者
ら
２８
人
で
愛
知
県
か
ら

栗
木
、
北
村
が
出
席
し
た
。

一
、
各
県
の
遭
難
対
策
と
自
然
保

護
活
動
〈
二
重
〉
平
成
３０
年
度
遭
難
者

６‐
人
う
ち
死
亡
７
人
、
道
迷
い
２４

件
、
山
登
リ
ベ
ー
シ
ッ
ク
塾

（机

上
３
回
実
習
登
山
１
回
）
が
好
評
、

自
然
保
護
活
動
は
５
月
と
１１
月
に

研
修
と
清
掃
登
山
。
〈滋
賀
〉
「鈴

鹿
国
定
公
園
」
５０
周
年
記
念
冊
子

（地
図
）
の
発
行
、
道

の
駅
で
も

入
手
可
能
、
便
利
な
内
容
、
鈴
鹿

と
比
良
山
系
で
昨
年
は
死
亡
事
故

３
人
、
自
然
保
護
で
は
琵
琶
湖
周

辺
の
観
察
会
、
ガ
イ
ド
養
成
講
習

会
に
１７
人
受
講
、
１０
人
活
躍
中
。

〈京
都
〉
最
近
は
大
文
字
山
で
遭

難
が
多

い
。
警
察
の
訓
練
不
足
、

岳
連
と
連
携
が
今
後

の
課
題
。

〈大
阪
〉
府
外
で
事
故
多

い
。
昨

年
は
阿
弥
陀
南
陵
で
７
人
滑
落
３

人
死
亡
、
比
良
山
系
４
人
死
亡
な

ど
。
法
人
化
し
て
か
ら
遭
難
対
策

向
け
行
事
を
毎
月
頻
繁
に
実
行
、

コ
コ
ヘ
リ
を
毎
回
紹
介
。
行
事
お

知
ら
せ
に
広
報
誌
年
４
回
活
用
、

各
７
０
０
０
部
を
広
告
代
で
賄
い

発
行
。
大
阪
労
山
と
も
協
力
、
山

ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
初
心
者
か
ら

中
級
者
を
グ
レ
ー
ド
分
け
し
て
安

全
登
山
教
育
。

〈兵
庫
〉
平
成
３０

年
度
２
１
８
件
遭
難
う
ち
９
件
死

亡
、
六
甲
山
で
は
数
字
上
６３
件
で

あ
る
が
、
実
態
は
登
山
者
が
と
て

も
多
く
て
デ
ー
タ
集
約
困
難
。
遭

難
理
由
は
道
迷

い
７
割
、
指
導
啓

発
に
兵
庫
登
山
研
修
所
を
活
用
。

加
盟
団
体
向
け
に
ビ
ー

コ
ン
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
貸
出
し
、
六
甲
の
花
の

観
察
な
ど
の
自
然
観
察
が
主
、
自

然
保
全
に
は
至
ら
ず
。
〈奈
良
〉
平

成
３０
年
度
遭
難
５３
件
６９
人
、
６０
歳

以
上
が
７
割
、
大
阪
の
人
が
５
割
、

大
峰
５５
％
で
半
分
は
道
迷
い
。
登

山
届
１０
％
未
満
で
、
そ
の
弊
害
が

遭
難
者
遺
体
発
見
遅
れ

（白
骨
化
）

に
現
れ
て
い
る
。

（岐
阜
〉
３
月

新
穂
高
で
滑
落
事
故
、
９
月
下
の

廊
下
滑
落
死
な
ど
大
き
な
事
故
。

１０
月
岳
連
の
レ
ス
キ
ュ
ー
研
修
会

で
転
落
骨
折
事
故
で
安
全
対
策
検

討
中
。
自
然
保
護
は
１０
月
、
Ｈ
月

に
各
山
岳
会
で
実
施
。
自
然
保
護

委
員
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
問
合
せ
あ

り
。
〈愛
知
〉
圏
内
の
遭
難
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
県
遭
難
対
策
協
議

会
の
開
催
に
行
政
が
消
極
的
。
遭

難
者
の
送
り
出
し
県
と
し
て
の
自

党
が
行
政
関
係
者
に
薄

い
こ
と
は

重
大
。
各
種
研
修
会

。
講
習
会
の

状
況
と
第
２３
回

「遭
難
を
考
え
る

会
」
講
演
会
の
紹
介
、
自
然
保
護

活
動
と
し
て
自
然
保
護
観
察
会
と

清
掃
登
山
の
状
況
を
説
明
。
「
山

フ
エ
ス
」
や

「猿
投
の
森
を
守
る

会
」
な
ど
日
本
山
岳
会
東
海
支
部

の
活
動
も
紹
介
。

二
、
意
見
交
換
な
ど

。
道
迷
い
に
対
す
る
対
策
な
ど
に

つ
い
て
、
研
修
会
の
活
動
例
と
し

て
読
図
講
習
会
や
擬
似
的
な
道
迷

い
体
験
会
な
ど
多
く
の
事
例
を
お

互
い
に
紹
介
し
、
多
く
の
ヒ
ン
ト

や
気
づ
き
が
あ

っ
た
。

・
道
標
や
テ
ー
プ
の
低
山
で
の
具

体
的
な
状
態
が
多
く
報
告
さ
れ

た
。
不
統

一
な
道
標
や
目
印
の
テ

ー
プ
の
問
題
。
テ
ー
プ
の
耐
久
性

や
目
印
を
付
け
る
ル
ー
ル
な
ど
簡

単
に
統

一
や
規
制
で
き
な
い
現
実

に
悩
み
も
多

い
。
実
態
を
記
録
し

て
、
今
後
の
在
り
方
を
行
政
な
ど

も
巻
き
込
ん
で
議
論
す
る
、
た
め
の

資
料
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。

。
次
回
は
滋
賀
県
担
当
で
、
今
回

と
同
様
で
日
帰
り
で
検
討
。
討
議

内
容
が
多

い
の
で
、
時
間
不
足
も

課
題
。

「県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
」
閉
館

長
年
、
会
議
や
講
演
会
場
と
し

て
利
用
し
て
き
ま
し
た

「県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
」
が
３
月
末
で
閉
館
と

な
り
ま
す
。

従

っ
て
次
年
度
か
ら
は
会
議
等

の
会
場
が
、
国
立
名
古
屋
工
業
大

学

（名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
町
）

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
時

。
会
議
室
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
都
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

JL
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指
導
員
集
会
開
く

事
業
計
画
と
指
導
員
の
現
状

指
導
員
集
会
が
１
月
Ｈ
日
（土
）

午
後
３
時
よ
り
刈
谷
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
本
田
委
員
長
の
挨
拶

の
後
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
と

参
加
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
つ
づ

い
て
今
後
の
事
業
計
画
が
示
さ
れ

協
力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
指
導
員
の
登
録
と
更
新
状

況
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
有
効

資
格
保
有
者
は
、
山
岳

４７
人
、

Ｓ
Ｃ
‐４
人
で
あ
り
、
今
年
度
は
指

導
員
の
養
成
講
座
に
８
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
今
後
の
岳
連
行
事

へ
の

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、

終
了
し
ま
し
た
。

第

３
回
登
山
勉
強
会

～
シ
エ
ル
タ
ー
作
り
～

第
３
回
の
指
導
員
に
よ
る
勉
強

会
が
テ
ー
マ
Ｆ
ン
ェ
ル
タ
ー
作
り
」

で
、
２
月
Ｈ
日
（火
）
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
、
２
月
１８
日
（火
萱
豆
橋
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
２
月
２９
日
～
３
月
１

日
に
実
施
さ
れ
る
雪
山
技
術
講
習

会
の
予
備
知
識
と
し
て
学
習
す
る

目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会

低
体
温
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ

。
抹
消
の
血
流
増
加
分
、
重
要
臓

器
の
血
流
を
低
下
さ
せ
て
死
を
早

め
る
。

〔低
体
温
症
処
置
法
〕

冷
え
て
い
る
時
は
身
は
動
か
さ

な
い
。
体
位
変
換
に
よ
る
寒
冷
血

液
が
心
臓
に
還
流
し
、
心
原
性
シ

ョ
ッ
ク
を
誘
引
す
る
。

低
体
温
患
者
の
搬
送
は
水
平
位

を
保
つ
。
遭
難
者
が
置
か
れ
て
い

る
環
境
か
ら
推
定
し
て
、
低
体
温

が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
、
現
場
で

直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
す
る
。

。
３２
℃
に
な
る
と
震
え
が
起
き
る

が
、
震
え
が
止
ま
る
前
ま
で
に
処

置
し
な
け
れ
ば
死
に
至
る
。

・
低
体
温
状
態
で
、
手
足
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
と
冷
た
い
血
液
が
心

臓
に
回
り
死
を
招
く
。
心
臓
を
湯

タ
ン
ポ
や
熱
湯
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
で
極
力
温
め
、
シ
ュ
ラ

ー
フ
な
ど
で
包
み
保
温
に
努
め
る
。

・
低
体
温
症
の
三
大
要
因
は

「低

温
」
「濡
れ
」
「風
」
だ
が
、
体
力

不
足
、
疲
労
、
脱
水
、
高
所
な
ど

が
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
実
際
に
山

で
遭
遇
す
る
時
は
風
、
雨
、
雪
な

ど
の
環
境
下
で
対
処
す
る
こ
と
が

多
く
、
こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
は

十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
◎
重
度
の
低
体
温
症
で
は
死
に
至

る
こ
と
は
な
く
、
処
置
さ
え
誤
ら

な
け
れ
ば
後
遺
障
害
も
少
な
く
回

復
す
る
確
率
は
高
い
の
で
、
処
置

方
法
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
熟
知
し
て

的
確
に
処
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
２３
回

「遭
難
を
考
え
る
」
講

演
会
が
、
Ｈ
月
２９
日
（金
）
県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
大
会
議
室
に
於
て

「低

体
温
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
題
し

て
、
講
師
に
三
浦
裕
氏

（至
学
館

大
学
栄
養
科
学
科
教
授

。
日
本
登

山
医
学
会
認
定
国
際
山
岳
医
）
を

抑
え
て
、
午
後
７
時
２０
分
か
ら
８

時
４０
分
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

低
体
温
症
に
な
る
と
低
酸
素
状

態
と
同
じ
病
態
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
り
、
山
で
死
な
な
い
た
め

の
予
防
法

。
応
急
処
置
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔ト
ム
ラ
ウ
シ
山
遭
難
事
故
調
査

報
告
書
〕

脳
、
特
に
意
識
や
機
能
、
言
語

な
ど
の
中
枢
の
あ
る
大
脳
皮
質
の

障
害
は
、
低
体
温
に
よ
っ
て
思

っ

て
い
る
よ
り
も
早
期
に
機
能
低
下

に
陥

っ
て
い
く
こ
と
が
多
く
の
証

言
か
ら
分
か

っ
た
。
「行
動
中
に

意
識
が
飛
ん
だ
」
「
ス
ト
ー
ン
と

落
ち
て
い
く
よ
う
に
意
識
が
な
く

な

っ
た
」
と
い
う
証
言
は
、
急
激

な
意
識
喪
失
が
お
き
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
寒
中
の
街
で
起
こ
っ

た
低
体
温
症
の
患
者
の
例
に
は
見

ら
れ
な
い
症
状
で
、
山
で
起
こ
っ

た
偶
発
性
低
体
温
症
の
特
徴
的
な

症
状
と
も
思
わ
れ
る
。

〔心
静
止
〕
心
室
の
収
縮
が
な
い

状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

似
て
い
る
言
葉
と
し
て
心
停
止

が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
心
臓
が
有

効
な
循
環
を
保
て
な
く
な

っ
て
い

る
状
態
の
こ
と
で
、
心
静
止
、
無

脈
性
電
気
活
動
、
無
脈
性
心
室
頻

拍
、
心
室
細
動
の
４
つ
を
合
わ
せ

た
総
称
で
あ
る
。

〔意
識
障
害
を
起
こ
し
て
い
る
低

体
温
症
者
を
、
風
呂
に
入
れ
る

と
ど
う
な
る
か
？
〕

風
呂
に
入
り
体
表
面
か
ら
加
温

さ
れ
る
と
、
体
表
面
の
血
管
が
広

が
る
。
血
液
が
体
表
面
に
プ
ー
ル

さ
れ
た
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
心

臓
は
低
体
温
状
態
の
た
め
動
き
が

悪
く
、
ポ
ン
プ
と
し
て
十
分
な
血

液
を
送
り
出
せ
な
い
。
そ
の
た
め

体
全
体
の
血
液
量
が
足
り
な
い
状

態
に
な
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し

て
死
期
を
早
め
る
。
こ
れ
を
復
温

シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
。
　
　
、

。
抹
消
を
温
め
る
と
抹
消
血
管
が

拡
張
し
、
皮
膚
の
血
流
が
増
加
す

ｚｅ
。

うなざ錦ニアa ぃ ば しょぅ

“
勢
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令和 2年 3月 17日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 第437号 (6)

赤
岳
登
頂
な
ら
ず

／

Ｈ
豊
橋
山
岳
会

＝

。
期
　
　
日
　
１２
月
３０
～
３‐
日

。
メ
ン
バ
１
　
６
名

。
記
　
　
録
　
渡
邊
　
早
織

み
ぞ
れ
雪
に
濡
れ
る
こ
と
を
懸

念
し
な
が
ら
歩

い
て
い
く
と
、
次

第
に
小
降
り
に
な
り

一
安
心
。
鉱

泉
の
バ
ッ
テ
リ
ー
小
屋
で
休
憩
し

て
い
た
ら
ア
イ
ス
組
の
４
人
が
下

り
て
き
た
。
出
会
え
た
こ
と
を
祝

し
て
記
念
写
真
。
ア
イ
ス
組
が
残

し
て
く
れ
た
テ
ン
ト
は
、
と

つ
て

も
良
い
場
所
に
張

っ
て
あ
る
と
の

こ
と
。
曇
り
空
だ
が
八
ヶ
岳

の
森
は
や

は
り
美
し

い
。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
の
よ
う
な
景
色

の
中
を
歩

い
て

行
く

の
は
癒
さ
れ
る
。
２
時
間
位

で
サ
ク
ッ
と
着
く
と
思

っ
て
い
た

の
に
歩

け
ど
も
歩

け
ど
も
着

か

ず
。
や

っ
と
着

い
た
時
は
ほ

っ
と

し
た
。

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
に

は
大
勢

の
人
が
取
り
付

い
て
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

夕
方
に
な
り
寒
さ
も
増
し
て
き

た
の
で
テ
ン
ト
に
入

っ
て
宴
会
開

始
。
あ
ん
な
に
速

い
の
に
、
重
た

い
食
料
を
背
負

っ
て
き
た
Ｚ
さ
ん

の
鍋

の
お

い
し

い
こ
と
。
会
長
か

外 だバ 場 いが 山  て Tア  る ま回 る偉 に ん い ら つ く小  念 と途 よか の押 4る 章  宴 ら
さ
゛|ま て ら荘 堰 下 さ イ標 だ れ は い゚ 行 が
な美 ンで しサ だ堤 りん ス 高 け ば見 迷 な く行
く濃 で の ば 1 

°
に る とバ が

°
後 送 つあ ょ き

ゼ クア
｀
い 嗅 美  をた ｀ を うは 申み は

ン状 イ駐 た ぎ濃  付 の 道  下 と ｀しん一
を態 ス車 だ な戸  けで が  り決 今 出 な緒 さ ごか 立 行 者  記

° °
定 ら う分

°
す が  ｀

み ネ じ́ シ

'春
ネ ツ ヽ

一
ネ・じ
一
れ れ か ネ じ́ シ ｀じ券 本 オ‐ ヽ み ネ じ″

"ゝ
み ネ じイッ ゝ み ネ じ́ 粁

“

み お じ〃料 ヽ み み リ

春
山
で
直
難

し
な

い
た
め
に
／

登 気 と 図 ン等 り つ ▲ ど は 天 つ い  ▲ 登 事 を 二 る 経  りの 不 な た い や
山 温 も

｀ ｀
の ま て 気 雪 判 登 気 な 計 無 余 山 前 持 ン こ験 登 ま遭 能 りび 周 高 春

ル の に コ プ登 す は 温 崩 断 山 予 が 画 計 裕 に 準 つ グ とや 山 す 難 や
｀
天 期 気 山

l変 ｀ン ロ 山 °雪 の に を そ 報 り
｀
画 の 心 備 た 等 な技 を

°
が 雪 低 候 で 圧 は

卜化 積 パ 1は 標 崩 上 注 誤 の を ま装
｀
あ 掛 を 計 を く術 さ 発 崩 体 が 天 が

｀

や に 雪 ス ブ
｀
高 が 昇 意 ら も確 す 備 時 る け 万 画 行

｀ ｀
れ  生 に 温 急 候 次 日

テ 十
｀
等
｀
必 の 発 や !な の 認

°
の 間 日 て 全 を い 日体 る  す 巻 症 変 が 々 本

ン分 降 を シ ず 高 生 積  い を し ま不 的 程 くに 立
｀
頃 力 方  る き等 す 変 と付

卜注 雪 携 ヨ雪 い し雪  よ 中 て た 備 に で だ して 日か 等 は  危 込 に れ 化 通 近
設 意 の 行 べ 崩 ア や 状  う止 ｀ ｀は 余 登 さ て る 程 ら を

｀ 険 ま よ ば し過 を
営 し状 す ル ビ ル す 況  に す 荒 事 遭 裕 山 い

｀
な に 卜過 自 性 れ る 吹 ｀し低

場 て 況 る
｀1プ く に  °る 天 前 難 の 計 °安 ど余 レ信 分  が る 行 雪 ひ

｀
気

所
｀
や と地 コ ス な よ  な 時 に に な 画  全 ｀裕 1す の  あ 等 動 と と短 圧

事
前
準
備
を
万

全

に
安
全
登
山

を
慎
重
に
選
定
し
よ
う
。

春
山
登
山
は
雪
渓
等
の
沢
筋
が

コ
ー
ス
と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で

通
過
の
際
は
雪
質
、
積
雪
状
況
を

見
極
め
、
慎
重
に
通
過
し
よ
う
。

ま
た
、
雪
崩
だ
け
で
な
く
雪
解

け
と
と
も
に
土
砂
崩
れ
や
落
石
も

発
生
す
る
た
め
、
常
に
斜
面
の
上

部
を
警
戒
し
な
が
ら
行
動
し
よ
う
。

▲
単
独
登
山
の
リ
ス
ク
を
確
認

単
独
登
山
者
は
万
が

一
の
際
、

携
帯
電
話
等
の
通
信
手
段
が
不
通

で
あ
れ
ば
、
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
ず
、
救
助
活
動
の
遅
れ
や
行

方
不
明
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
単
独
で
登
山
を
す
る
場
合
は

家
族
や
友
人
な
ど
に
登
山
計
画
書

を
渡
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲
転
倒

・
滑
落
多
発
―

山
岳
遭
難
の
態
様
で
最
も
多

い

の
が
転
倒

・
滑
落
で
す
。

雪
上
斜
面
で
滑
落
す
る
と
、
停

止
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
大
怪
我

や
命
を
落
と
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ピ

ッ
ケ
ル
や
ア
イ
ゼ
ン
を
状

況
に
応
じ
て
的
確
に
使
用
で
き
る

雪
上
技
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
て
か
ら

入
山
し
ま
し
ょ
う
。

◎
計
画
書
は
必
ず
所
属
ク
ラ
ブ
や

家
族

（友
人
）
に
届
け
て
お
き

ま

ｒ

し

よ

ヽ
つ

。

◆
５

・
６
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月  日 容内

5.12

5.19

5.24

6.7
6.2
6.16

6.20-21
6.27

常任理事会 (OMCビル)
読図講習会 (机上勉強)名古屋工業大学
ク (実技。初級)大高緑地公園
ク (実技。中級)豊田・猿投山

常任理事会 (OMCビル)
第 1回理事会 (名古屋工業大学)
確保技術講習会 (豊田 。鞍ヶ池 )
指導員総会 (刈谷アイリスホール)

4月 18日仕)令和 2年度 愛知県山岳連盟定時総会
13:30～  於 :名古屋工業大学12号館2F Ml教室
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